
※全国を100とした値（H29全国学力・学習状況調査）

施策分野 ２　本県の教育の課題に応じた教育のあり方

２－４　人権教育の推進

現状と課題

平成２９年度の取組状況の評価

○「いじめはどんな理由があってもいけない」「人の役に立つ人間になりたい」と回答した小学生の割合は、全国平均を上
回っている。
○中学生の人権に関する意識は、全体的に全国平均を下回っている状況である。特に、「学級みんなで協力して何かをや
り遂げ、うれしかったことがある」「自分にはよいところがある」と回答した中学生の割合は、全国平均と比べると低い。
○人権教育に関する研修の満足度は、学校教育、社会教育ともに９割以上を保っている。
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県民、教職員の人権問題についての理解と認識を深めるために、講座等を開催し、広く情報
発信を実施する。（目標値：講座の延べ参加者数240人、研修参加者の満足度90%以上）

－
97.3

－
98.0

250
93.0

年次計画に基づく史料の調査・研究を行い、「部落史の見直し」の深化を図る。（目標値：分析
対象史料100点）

90

295
293

※学校数減のため
実質増

同和問題関係史料センター講座等の開催 
上段：講座の延べ参加人数（人）
下段：研修参加者の満足度(%)

同和問題関係史料の調査・研究 分析対象史料（点）

管理職「人権教育」研修講座、人権教育推進教員研修会、人権教育ミドルリーダー育成講座、
課題別人権教育研修講座等を実施する。（目標値：研修参加者の満足度90%以上）※満足度
は学校教育のみの値

93.8 95.0 94.6

120 130

学校・地域パートナーシップ事業（幼・小・中） 実施箇所数(箇所)　※奈良市を含む

学校と保護者・地域が協働することにより、規範意識や社会性等、子どもたちの課題解決を図
るとともに、園・学校をベースとした地域コミュニティを構築し、地域の教育力の向上を図る。(目
標値：実施箇所数300箇所）

283

指導者向けの人権教育資料「人権教育の手びき」を作成・配布し、活用促進を図る。（目標値：
「人権教育の手びき」の活用度100%）

－ 91.0 91.0

人権教育推進総合講座の実施 研修参加者の満足度（%）

人権教育研究指定校等において、実践研究を行い、その成果を広く発信する。（目標：研究指
定校等の発表会等の延べ参加者数の増加）

－ 401 450

「人権教育の手びき」の作成 活用度（%）

各種研修や学校訪問等を通じて、学校の人権学習における「なかまとともに」の活用促進を図
る。（目標値：小学校90%以上、中学校60%以上、高校は調査を実施）

－
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－
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人権教育研究指定校における実践研究
研究指定校等の発表会等への

延べ参加者数（人）

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）

94.4 95.0 94.5

訪問回数（回）指導主事による学校訪問

研修参加者の満足度（%）

基本方針や推進プランを具現化するために、各種研修会を実施する。（目標値：研修参加者の
満足度90%以上）※満足度は学校教育と社会教育を合わせた値

○児童生徒の人権意識の高揚とともに自尊感情の醸成と集団づくりの取組の充実に向け、教職員の人権に関する知的理解の深化や
人権感覚の涵養をより一層図る取組が必要である。
○研修参加者の満足度は高いので、参加者が研修で得た学びを各学校及び地域に十分に還元することにより、人権尊重の視点に
立った学校づくり・学級づくり・地域づくりがより一層推進されるようにする必要がある。

指導主事が学校訪問を行い、人権教育推進のための具体的な指導助言を行う。（目標値：年
間訪問数60回以上）

62 52 57

人権教育学習資料集「なかまとともに」の活用促進 活用率(%)
上段：小学校　中段：中学校　下段：高等学校

評価

平成２８年度平成２７年度

○「自分にはよいところがあると思う」と回答した割合は小学生・中学生ともに増加したが、全国平均と比べると、小学生で1.7ポイント、
中学生で4.0ポイント低く、依然として児童生徒の自尊感情の醸成に課題が残る。
○「いじめはどんな理由があってもいけない」と回答した小学生の割合は全国平均を上回っているが、中学生の割合は下回っている。
○「学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがある」と回答した小・中学生の割合は小学生・中学生共に増加したが、
全国平均を下回っており、依然として集団づくりの取組に課題が残る。
○人権教育学習資料集「なかまとともに」の小学校での活用率が目標の90%に近づいている。
○人権教育に関する各種研修会や同和問題関係史料センター講座等の参加者の満足度は目標の90%を超えている。

取組の成果と課題

平成２９年度上段：取組名　下段：取組内容

人権教育に関する各種研修会の実施
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平成２９年度の取組から

　

人権教育推進総合講座の実施

管理職「人権教育」研修講座、人権教育推進教員研修会、人権教育パワーアップ講座、課題別人権教育研修講座等を実施する。

研修参加者の満足度90%以上

人権教育に関する各種研修会の実施 　「なかまとともに」と「人権教育の手びき」

学校・地域パートナーシップ事業（幼・小・中）

実施箇所数300箇所

人権教育研究指定校における実践研究

人権教育研究指定校等において、実践研究を行い、その成果を広く発信する。

研究指定校等の発表会等の延べ参加者数の増加

「人権教育の手びき」の作成

指導者向けの人権教育資料「人権教育の手びき」を作成・配布し、活用促進を図る。

「人権教育の手びき」の活用度100%

人権教育に関する各種研修会の実施

基本方針や推進プランを具現化するために、各種研修会を実施する。

研修参加者の満足度90%以上

指導主事による学校訪問

指導主事が学校訪問を行い、「基本方針」や「推進プラン」に基づく具体的な助言を行う。

「基本方針」や「推進プラン」に基づく指導助言の実施

小学校90%以上、中学校及び高等学校60%以上

学校と保護者・地域が協働することにより、規範意識や社会性等、子どもたちの課題解決を図るとともに、園・学校をベースとした地域コ
ミュニティを構築し、地域の教育力の向上を図る。

今後の主な取組より (平成３０年度)

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

各種研修や学校訪問等を通じて、学校の人権学習における「なかまとともに」の活用促進を図る。

人権教育学習資料集「なかまとともに」の活用促進

　ライフステージに応じた研修や様々な課題に対応し
た研修等を実施し、学校教育・社会教育における指導
者の人権に関する知的理解の深化と人権感覚の涵養を
図りました。

　児童生徒向け人権教育学習資料集「なかまととも
に」や指導者向け人権教育資料集「人権教育の手び
き」等の作成・配布及び活用促進を図りました。
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